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Ⅰ　遺跡の立地と環境
　亀久保堀跡遺跡は、福岡江川とさかい川の間の低位台地に位置している。遺跡の標高は 18.0 ～ 21.0 ｍ
で、堀跡は自然の地形を考慮せずに直線的にのびる。
 周辺の遺跡は、北側に東久保遺跡、南側に東久保西遺跡が隣接する。
これまでの調査から、堀跡は福岡江川付近から南下し江川南遺跡の中央部を南北にのびた後、地蔵院の東
約 80 ｍ付近で南東に向きを変える。向きを変えた堀跡は、東久保遺跡と東久保西遺跡の間を約 600 ｍ以
上直線で延び富士見市域へと続く。富士見市域では調査が行われていないため遺跡の有無は不明である。
　堀跡の規模は上幅約３ｍ、底幅約 1.5 ｍ、深さは地表面から約１ｍ、長さは 800 ｍ以上で断面形は逆
台形を呈する。覆土層上層に焼土を多く含む層が所々で確認されているが出土遺物は無く、時代などは不
明であるが、本遺跡の第 30 地点と江川南遺跡第 17・19 地点の調査で検出した堀跡の覆土層に含まれる
テフラ分析を行った結果、堀跡の時期が平安時代の 11 世紀以前に遡るとする検査結果が出ている。

Ⅱ　亀久保堀跡遺跡第 33 地点
（１）調査の概要
　調査は個人住宅建設に伴うもので、原因者より 2018 年 11 月 8 日付けで「埋蔵文化財事前協議書」が
ふじみ野市教育委員会に提出された。申請地は遺跡範囲の中央部に位置する。申請者と協議の結果、遺構
の存在を確認するため 2018 年 12 月 10 日に試掘調査を実施した。
　試掘調査は幅約 1.5m のトレンチ 1 本を設定し、重機による表土除去後人力による表面精査を行った。
現地表面から地山ローム層までの深さは約 90 ㎝である。
　調査の結果、古代～中近世の堀跡 1 本を検出した。遺構への影響が避けられないため、原因者と再協
議の結果、本調査を実施した。
　本調査は 2018 年 12 月 19 ～ 21 日まで、堀跡が確認された部分について重機で表土除去後、人力によ
る調査を行った。写真撮影・全測図作成等記録保存を行ったうえで埋戻し、調査を終了した。

（２）遺構と遺物
　堀跡は調査区の中央部やや北側に位置する。走行方向は N-16°-W で、ほぼ東西方向に走行する。断面

第 95 図　亀久保堀跡遺跡の地形と調査区 (1/4,000)
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第 50 表　亀久保堀跡遺跡調査一覧表

地区
地点

所在地
調査期間                                          

(   ) は試掘調査
開発面積

( ㎡ )
調査面積
(  ) は試掘

調査原因 確認された遺構と遺物 備考 所収報告書

1 東久保 260-1・2 他
(A～C区 )1997.4.2～ 6.19 
(D 区 )1997.9.8 ～ 12

2,610 区画整理道路
屋外炉、土坑、ピット、堀跡、溝、
縄文土器 等

旧東久保 7 地点 大調 14
(E 区 )2000.5.16 ～ 19 120

2
東久保 6 街区 4・5
画地

(1997.9.11 ～ 25) 127 個人住宅 溝、遺物なし 町内Ⅶ

3
東久保 6 街区 7・8
画地

(1997.9.11 ～ 25) 130 個人住宅 溝、遺物なし 町内Ⅶ

4
東久保 6 街区 9・10
画地

1997.9.11 ～ 25 113 個人住宅 堀跡、遺物なし 町内Ⅶ

5
亀久保 264-1・2・3、
266(2 号緑地 )

1997.9.22 ～ 10.27 1,200 区画整理公園
落とし穴、土坑、堀跡、溝、柵列、
石器 等

大調 14

6
東久保 6 街区 11・
12 画地

(1997.9.11 ～ 25) 102 個人住宅 堀跡、溝 町内Ⅶ

7
東久保 32 街区 5・6
画地

(1997.10.29 ～ 11.4) 
1998.2.2 ～ 19

739 店舗
落とし穴、ピット、堀跡、溝、柵列、
遺物なし

町内Ⅶ・Ⅷ、
大調 14

東久保 32 街区 7 画地 (1998.11.12 ～ 16) 165 駐車場 堀跡 町内Ⅷ

8
東久保 32 街区 2 画
地の一部

(1998.2.6 ～ 19) 318 共同住宅 ピット、溝、柵列 町内Ⅶ

9
東久保 5 街区 9・10
画地

1998.2.24 ～ 3.10 131 個人住宅 堀跡、縄文土器 町内Ⅶ

 
10

東久保 382・385 他
(A 区 )1998.3.9 ～ 16 436

区画整理道路 落とし穴、ピット、石鏃 等 大調 14(B 区 )1998.4.23 
(C 区 )1998.5.20・21

324

11
東久保 2 街区 12 画
地

(1998.4.8 ～ 22) 151 個人住宅 堀跡、遺物なし 町内Ⅷ

12 東久保 258-46 (1998.5.8 ～ 21) 123 個人住宅 堀跡、遺物なし 町内Ⅷ

13
東久保 5 街区 11・
12 画地

(1998.5.8 ～ 21) 107 個人住宅 堀跡、遺物なし 町内Ⅷ

14
東久保 2 街区 11 画
地

(1998.5.1 ～ 7) 132 個人住宅 溝、遺物なし 町内Ⅷ

15
東久保 7-2 街区 4・
5 画地

(1998.5.8 ～ 21) 111 個人住宅 溝、縄文土器 町内Ⅷ

16
東久保 5 街区 18・
19 画地

(1998.5.29 ～ 6.1 ) 117 個人住宅 溝、遺物なし 町内Ⅷ

17 東久保 253・254 他 1998.10.21 ～ 12.2 360 区画整理道路 土坑、溝、旧石器 等 大調 14

18
東久保 7-2 街区 1・2・
7 ～ 9 画地

(1998.11.3 ～ 30) 908 個人住宅
落とし穴、土坑、ピット、溝、柵列、
縄文土器 等

町内Ⅷ

19
東久保 4 街区 11・
12 画地

(1998.11.3 ～ 10) 99 個人住宅 土坑、ピット、溝、遺物なし 町内Ⅷ

20 東久保 8 街区 5 画地 (1998.11.21 ～ 24 ) 185 個人住宅 遺構遺物なし 町内Ⅷ

21
東久保 262・263・
266

(1999.4.19 ～ 22) 232 個人住宅 ピット、溝、遺物なし 町内Ⅸ

22
東久保 5 街区 7・20
画地

(1999.6.10 ～ 12) 99 個人住宅 ピット、遺物なし 町内Ⅸ

23
東久保 14 街区 10 画
地

(1999.10.4 ～ 8) 386 駐車場 堀跡、遺物なし 町内Ⅸ

24
東久保 6 街区 14 画
地

1999.12.14 ～ 16 105 個人住宅 堀跡、遺物なし 町内Ⅸ

25 東久保 8 街区 9 画地 2000.4.10 ～ 12 187 個人住宅 土坑、堀跡、遺物なし 町内Ⅹ

26
東久保 6 街区 13 画
地

(2000.5.11 ～ 17) 105 個人住宅 溝、柵列、遺物なし 町内Ⅹ

27

東久保 31 街区 2・3
画地

(2000.5.29 ～ 6.1) 1,011 駐車場 堀跡、遺物なし 町内Ⅹ

東久保 31 街区 2・3
画地

(2002.6.10・11) 980 店舗 土坑、遺物なし 町内Ⅻ

28
東久保 29 街区 3-6・
9 画地

(2000.9.28・29) 1,365 整地工事 堀跡、遺物なし 町内Ⅹ

29
東久保 29 街区 1・2・
7・8 画地

(2001.4.17) 
2001.4.18 ～ 20

1,769 店舗 堀跡、遺物なし 町内Ⅺ

30 ふじみ野 2-25-1
(2005.1.11・12)　　
2005.1.31 ～ 2.7

695 店舗 堀跡、土坑、石器 大調 14

31 ふじみ野 2-15-4
(2009.2.6 ～ 10) 
2009.2.12・13

661 
(240)
240

個人住宅 堀跡 市内 6

32 ふじみ野 2-15-3 (2017.8.7) 136.4 (26) 個人住宅 堀跡、遺物なし 市内 24

33 ふじみ野 2-15-24
(2018.12.10)　　　
2018.12.19 ～ 21

138 
(28.6)  
15.4

個人住宅 堀跡、遺物なし 市内 25
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第 97 図　亀久保堀跡遺跡第 33 地点遺構配置図 (1/300)、土層 (1/150)、堀跡 (1/60)

形態はこれまでの調査と同様に「箱薬研」を呈し、上幅 290 ㎝、下幅 200 ㎝、深さ 86.8 ㎝を測る。土層
の観察から水性堆積の様相は見られない。出土遺物はない。覆土の土壌分析については附編に掲載した。



写真図版272 亀久保堀跡遺跡第 33 地点、東久保西遺跡第 24・25(1) 地点

亀久保堀跡遺跡第 33 地点トレンチ 亀久保堀跡遺跡第 33 地点堀跡全景

亀久保堀跡遺跡第 33 地点堀跡土層

東久保西遺跡第 24 地点トレンチ 5

東久保西遺跡第 24 地点トレンチ 4

東久保西遺跡第 25 地点トレンチ 1
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